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第 61ill 住教育フォーラムの記録
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杉，it!¥((VtJJil1jl<;;校 村 t タカン氏

・コ「ィ不イ 熊本大"tL学部教IQ 主総研イ?牧師員会委員長 延藤五山、

ノノ 京J.l(~J':よiλ7 教 fl ，.部教授 住総研仕数ηる員会委員

• 71ν'Jテーター
ノf

r-:w1大宇臨I-~'~ ~~;古 IlJJ!J fo 

筑波大字11民小学校教諭

跡 t，.l/j;: 闘鋭J\il大学家政科専任"~l 剖 N

小津紀美子

本! 勇

!日Jl自 江里子

加藤仁美-記録

参加r. 担:築系・数 fi系などの研究者・ %J宮町、並びに太γ Il:;ii~t .学生、まちづくり

などの活動家、|自心のある j婦の)jなど 23日

A司会進行役の延綾委員長

次回予告は裏表紙に

-この iIJ・まちづくりフォーラムかわら級jは、イ主教有フォーうムの出m.記録を仮にまとめたものです。将来、和iJ!illか
のフォーラムの成果と、各委員の殺さんによる研究論文を合わせて、計主告として刊行する予1主ですので、ごJUJ待下さい。

・また、次おiフォーラムの案内状も兼ねています。 1M表紙をご覧 Fさい。

-表紙デザイン、裏表紙カットェ凶H日万史子

・編集 -51:.貢=事務Ji~ !地区間郎、小官寿美子、平)1なか
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!数九

(77もアIl， tJ:~~-V 陸自説指属鯛
箇延藤 芸術というと何となく房がこるというイメージがつきまといがちですが、今白のお Z人の先生方i立、子

どもたちが暮らしの中で、まるで空気を可'吸するように楽しくア トに触れる。そういう触れるチャンスを高め

ながら芸術の持っている、人の感受性、感性をゆさぶるような仕掛けを楽しくやってみよう οそういうことをと

てもユニークな7ブローチ、方法をもって実践しておられます。今日も織々な示唆にとんだお話をいただけるの

ではないかと思っています。

IKV川lWAKV p同ecも

杉並区立和泉中学校で、美術を教え

ています。また、美術の制作のん→も手

がけ、制度やフェスティノぐノレとか、い

ろいろなJ[;で刊 lullの渋川、発表、パフ

ォーマンスなどをやっておりますり

まず、組、が今年の疫にitii!Jlして、実

際に災現したプ口ンェクトの概略をお

話します。そのプロジェクトは名前を

! 1 Z U M [ W A K U projectJと付

けました。学校のある杉並の和泉地区

という所は、神山JIIの i流で、もとも

とは法きf誌が目)きいでていた場所です。

こちらの名林のjJは、文化の和泉が湧きいでるようにと

いう殿L、を込めて付けたものです。プ口ジェクトの言l副長

は、1Yr:1-r の暮れぐらいに金田!して、まず』怯千~Jに学校でや

ろうと思ったのがきっかけです。ちょうどこの学校には、

オープンスペースという、 ~I~'，lj~' に )1;t、多目的スペースが

あるのです。実際のきっかけとなったのは、刷、がコレク

ションした抽象絵幽の版闘を、学校の美術室l二百hってみ

たことです。[どもたちに iこんなのだったら侠にで

もできる とか、 |何だこれは、版刷なの|とか、非常

にi面白い反応があって、そういうt長fを凡て、学校中に

fr: 1¥71 7i"問Ui昔するともっとilii1'1し、のではないかといつこと

で計開を立てたのです。

資金がある訳でもなく、お身内松}庄の)1;で引品持ち寄

りでやってみようという軽い気持で計闘を立てたのがそ

もそもの発端です。ただし、学校という場所はそんな剖i

単に好き勝手に使える場所ではありません。言1"1副書、企

曲j識をflり、まず段相jに、中学校の先IJたちで作ってい

る美術部会に言!-liliIを説明しましたの学校ーと長持;j!1i1をやり

村上タカシ氏 (杉並区立和泉中学校)

たいということで、協jJを仰ぎfふを

j守ました。

その後は学校のjJに交渉しました。

午校の)jでも、寝耳1こノ主の話で、 Jl::'，1I';

に不思議がられたのですが、''j~校が J

1IJではなく美術部会がやるということ

で、会場校として使わせてもらうとい

う了承を得ました。したがって、会場

のみの交渉で、主主示lこ畏iする内容、作

家のi華社i等はすべて私に…任というこ

とになりました。

その後教育委員会の;]1こ IJI読書を I~I:、

受理されたのが3月にほい時JVIでしたr それから災際に

参加アーテイスト、また諸々の資金繰り告考えていかな

し、といけなし、ということで、いろいろと駆け1111った;λで

すυ 去年の 3Fl20 11に京椀の小さな凶脚で私の悩民があ

りました。その時に:五仕組'1 潜の作品在発表した ;J~ です。 '1'

に計附カ、古かれているものなのですが、日iりに内縁だけ

を付けて、作品として発表しました。そして、この悩肢

を機会に、興味をもっ亡くれた)J々 が自然に災れ委は会

II，/J 11';))をしてドさることになりました。
かなり時1出的には厳しいlド進められたものですが、い

ろいろと呼びかけた結巣、参加lアーテイストも、かなり

よ人数の)J、また、まさかと思うょっな忠々も参加を}<

iりjしてドさし、ました。こちらとしては、アーテイストフ

ィ-(いうようなものを考えないといけないなとl也つて

はいたのですが、寸べての方々がノ ギ今ラで参加して

下さいました。日本のア テイストのほか、海外の人も

参加を表明してくれました。また I:IJ~三太郎さんにもずう

ずうしくも参加をおI~ßいしたのですが、学校でやるとい

3 



うことと、子どもたちが対象であるという開俄融行にH

附してくれまして、 l' FiEることを打1.riする持 [1という

作品をお{11りできました。

今回のプロジェクトの特徴は、大きく弔えると 3つあ

るのではないかと思し、ます仁 i つは、 :'i校を今までと追

ったJf~で使jりしたという点れもう i つは、 j 出 J"へのアプ

口 F。これは「水品¥IIJfアー トラリー|ということで、

liiJ lI!j開催で，i[酬したものです。，.校のj)の参加アーテイ

ストは、こちらで交渉した[，，1内外ア テイストが22名参

加iしてくれたのですが、地域の))0コ本拓'1lUJアートラリー

は自lil参加の形を取りました。個々のアーテイストが自

分で作品ファイノレ、スライド、版物などをおって近くの

お防に直接足を巡んで、お応の/jに交渉します。そして

お山の方から了承を得た助合には、そのお!占のqqこ炭ノト
するという Jiil、を取りました。そちらのj)にもやはり同

じぐらいの人数の方々が参加されました。杉，iJ，.にはm在
の所美術館がありません。 :¥1'1おjは少し皮肉まじりで、美

術館のような器を遺って安心するのではなくて、もっと

中身のJi、ソフトのJfで充実したものを反問してもらい

たい、そこに、ちょうどそのl"l父にはkしj、スペ スがあ

ったので、学校を美術館化しようというつれ校五術館HlHll

を展開したのです。

もう 1つの特徴としては、多くのボランティアの方々

が参加してくれたことです。おi止さんん、また '?f:!、あ

るいは担会人の人たち、ア テイスト、いろいろな人た

ちが無償で手伝って Fさった訳ですが、こういう方々が

いらっしゃらなかったら、実現しなかったプ口ンェクト

だと忠います。保護者のjj々 が有志で刊った 友の会|

が、受付、監説、清掃、お昼の準備、後始末、会計報it

CO.R 川叫"'" 詰:m::::湾立詰認
"亘書

w附ぬ rWHAT'SARアフ」

&Vid，" r!ZUMIWAKU Vldeo 1994J 

一一~ιー(ねらい)よーヰニL
払たち言通に生活する人々にとっ γ ::t'>"，-，<妥不可欠広アートがな忙か売し〈 生
きと封印fよいものでわたりと雪じ同てしま p の1;::，""ぜか?歴史的にヅでもさ告
と問径のr.いアートな~てものは"ること.，できませんし 切をでも出"ιひしい
w，犯やコンピュ 。→h'_，な，~"出十思想 I 町アートの寝泊とそのi';r，<1J1;;:、
ものはありません そこで この目'¥T'.，るょっにみえながり私たちに叫に自
に関係し閣とされτいるれ厄刊一~卜吋~I:o l_拾における刑隠そわ
かりやす〈加す聞配 l て叩~<'!;;，c与R酬と叩そ私自m昨しまア

4一二二素材)

さ- こ刀氾たれの包いに 置もフィッ卜した2受賞会が この箆 脅迫の略!::'.2内
抑制空包に計れました ."ω品川向町制です詳し〈国援の抑ぞ
問にし 川 ~~-:;!\σ?です肝要T-õ i: 間的f 問問ではなしに公立山町
でスノツプ押門家世田するので ;t;;;<. 抱しければ到しいほどで引は崇
げる と十 iう向主どのンヤンルでもあUがちなことで+が)@ヵ-，化移詑みる ζ 、
加でしたれ向けて見ると E刊の入間"'‘'f'-'7O:JlI)!ll:いに耽写て
るように作引先閣や作業たちの町内問，門家のレベルかはでも，~t;/t，)L
G針止をのであり畑仁四位詩情在前回近ロート刊している日
がみてとれます

もう一つり重要凶函{手間げィアでこ勾プロンェクトに.ねしたt担eI"l
.材製関係者生批判側諸析して酢E 諮問問刊日制アート
ヒ野嶋のa日生時の人々がど門ようにアートと勿わっていったのか この日照の"
UI~'U:; 1: õó二九かb討作されるço 叩おとVト"'"明人した人々の;;r!;混とその後の
妥をニヨ笠し~アるものと増えbれます

そこでζの，)i;1;1:o;聞が、制的ちながら刷付〈アーふを紹介する"
附は'1id，o引はもは削作します

三戸高完反完偲的おみ
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企当日配布されたCD-ROMとピヂオの企蘭書
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まで ffめてすべてや 3てト主いましょー また杉並いの}ム

切などで呼びかけた阪に昔、まっとくれた);々もj;かった

止ιH、ます
ノヤ!uj:'j!十ょをutコて刊 rYI'l}j(をfJった，li~ですが、いろいろ

なlilJiltiが芯えられると思います。紅、がし、るH故の干:I.!jjミrp

3九十之という}引はiがl枇聞にモづノレ校としてオーヅ/スペ

スをJ設己没tけfたこ午
…ブプ。ンスぺ スがある!以H沢fですが、その'1'でもかなりjμLム、い

スべ一スをJ持寺つ}所H肝IでiはまなL、哨カか、とιl川し、ま1ο そういう場)引

を使って民〆j、をした訳ですが、やはりこれから";'校建築

などを考える際に、 @~Jミスベ スというものは考えてい

かないといけないのではなし、かと思います。人が集まる

所には必ず学校というのができます。そういうす校をつ

くる際に、最初Jから何かしら美術的な嬰索、!正引ができ

るような空間、ノ々ブリックアートとして民間できるよう

なものというのが必裂になってくるのではないかと思い

ますりそれは処qyJとしてのハードの出てJf，-えているもの

ですが、 fどもたちにとっとも、そこて働く人たちにと

ってもかなりの影響)Jがあるとjιいます。それは11;Iこし

ろ、色彩にしろ、 Mもないj士山、般の'1'で 31-1'-1出非らすよ

りも、いろいろな作品がその中にあったんが、!品定刊 ly

かな10，にの了どもたちにとってははるかにいいのではな

し、かと忠、います。建てられる際にあるul肢の F算で文化

的なものに予算をHlむという、行政レベルでの対応が一む

きれば、もっと京附らしい学校ができるのではないかと

忠ってし、ます υ

}Jk，j、会の!UJIIUとしては夏休みを似品、ましたが、 8JJ 31 

けまでを一員立公開、その後9)]1"1から 3IIまでは、

般の};にごi事慮いただいき、 ~'VËたちがiド心になるとい

うことで3111間延ばしました。夏休みだけの限定であれ

ばもっとスムーズに事が運べたのですが、この延長は、

父捗の時点で非常に苦労しました。 延長した3日WJは、

何とかいろいろなことを組み合わせながら、 fどもたち

にア トガイドということでア テイストによる作114品弛

明や、また現代美術について組しんでもらいたいという

ことで設定した別代ア iについてのアーテイストと f

どもたちのシンポジウムもやりました口

今i引は美H;jj立やギャラリーではなくて、まちの中に出

ていった美持J展を企幽した訳ですが、学校という場所は

訓常に特殊な場所、あるいは数婦の向iい場所と受け，1め

られがちだとiむいます。今l長i、お陰線で家族の方々や地

域の)jを含めて5.000人以 iの方々が来て 1さったのでは

ないかと思います。学校というのは、皆段だとなかなか

jιを踏み人i'lない地所 Cはないかと思います。段3信参itJl

であるとか、文化祭、体宵祭とか、そういう特に身内の

子がいない絞りほとんど行かない場所ではないかと思い

ます。そういう場所をあえて使って、今i百一般の人たち

に公開して1Tなった訳です。使い方によってはこういう
J:bjj昨にもなり得るとし、うのが立言止さオlたのではなし、か ζ

思lL、ます子。



また、学校のポジションですが、これもやってみてい

ろいろと分かったので昔が、学校の上にある組織は教育

委民会であって、その教fiをL1会の中には';"校教汗と社

会教fliJ、めります ?いれ(1'0)トにあるのが"'，校で、そ

の下校の!jr"CiJ われているのが，}校教内、)~砧I教 ri ですの

もう iつには社会数誌がありまして、その剖会教i'jの方

には美術舵などか入ってくるかとむいま昔。x:術館0)Ijl 

ではJjA5jくがあったり、ワークンョップがあったり、いろ

いろなことが行われていますの交渉していく lドで分かっ

たことなのですが、美術館と苧校とは、 f立問づけがWi誌

に似たような所にあるのですのしたがっと、芸術航で行

われているようなことであれば、 T続き次郊では学校で

も行えるというのがわかりました η 金凶iをして、きちん

と訂断告立てていけば、!止刀、もできるし、入場料を取っ

てパフォーマンスなども組める。これは，1i:iに大きな収

穫だったとjaし、ます。

立場としましても、美術総でワ クンョップや保証、な

どをやっているl苧芸員|がし、て、学校では美術を教えて

L 、る!うl!I'，1がいるり 非常に全く i主うようなとらえんをさ

れる択ですが、いろいろと信えてみると、 Jloi:iに似たよ

うなことをやっているということも分かつてきました。

したがって、今時んに美術館などでも多加担のワ ク

ン/ヨップであるとか、し、ろし、ろなことが 11.1れまれているか

とNJいますが、これからはやはり芋校の尖術教釘と、)2

1，fijf自で行われるワ クショップなどとの述院というもの

が非鳴に重惑になってくるのではないかと思いますO そ

して、そういう美術肢に生徒をiilitLて行くとか、いろい

ろな方法が唱えられるかと止川、ますが、T1、自身としては、

もう世し述う形で央術館などと法統していきたいと思っ

ていますの

資中}でお問Jりしたもののq-Iに、 |じ D 1< () Iv'jとビデ

オj というものがありまづ。今lりiのブロジェク iで、!出:

J長会場に点て Fさった方々も5，000人を却し、この Tの官i

し物としてはかなりの人数だったと思いますりただし、

やはり5，000人というのは、テレビの悦聡布、新聞のあIG{';. 

などの人数から考えると、やはりわずかな人数です。

それで今私たちは、実際にプロジェク iがijわれた記

録をじ D ROJvl、ビテオーの 2つで伐そうということで、

i凶作を進めております。これらは、実際に~~校で使える

ような教育JlJの教材ソフトとして編集の方も宅えて、非

常にかみ砕いた内容で現代アートを紹介するという )J斜

計持成を逃めています。実際;こ打 1jの主主に行われた IJ 

ZUMIWAKU projectJと同じぐらいの気

持で作っているもので寸。いろいろな場所で、どこでも

誰でも J2UJvlIWAKUが疑似体験できるような民間

ができないかということで、マルチメディアのじ口 氏

OMなどを側発していま1-0これは実際にただ情報を流

していくというだけのものではなくて、コンピュータ救

向、別府?党教育としても使えるものですの実際に人LIの

受付から人って、 11;:寺のビデオアートをやったギーム・へ

A<IZUMIWAKUの様子をt'j-'オで上映

ミ/さんのものとか、 1~l'r フロアのシェリ ウヱイナ

さんのものなど、徐々に作tillが民間していくりまたそ

こごクイソクボタ/をl'ドヲと、そのアーテイストの紅UI'

がデータで流れてくる、また'1'には 彫刻刊 lili という

J9rで仰すと、 li;i始・古代のもの、ルネッサンスかり、ず

っと美術史をひもとくような内容が軒ifi'されていますれ

こういうものを開発して、データて残すということと、

また、定際の杉'iVのような都心1'mの1IもLだけではなくて、
それこそぬの"]~校の了、あるいは 111 の奥の ''[:1交の f でも、

]lIJじようにそういう体験ができるようなお(i::fソフ iとし

て、またJ見代美術の人111]ガイドとして使えるよつなもの

をめざしています。こういう l記録は、 JI'，'"にiJi;主ijだとJ4!

っていますので、それをノげ!のメイ/に与えている紋'1'

です。

こういうプ口ンェクトというのは、 i出版りのIJち」

げ花火で3冬わってはいけないと思っていますので、 tí!~ 2 

!日II1を96年の夏に riEしています。また可能であれば本

校を{土いたいと思っていますし、また杉投区が+.J-'ってい

る公共施設や民間のスペース、町外なども使いながら、

地域ぐるみでこういったプ口ン工クトができないかとい

うことで、レろいろなげfに必け合っている附て"j'，多く

の )J 々の協))なども必 i}~ になってくるかと jU し、ますの C 、

その燃にはj乙JIともまたご協)Jの}jをよろしくお闘い、い

たしま F。

S 
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世間谷美術館のお織ですの[11"出谷尖術館もかれこれ10

年近くになり、私たちの美術館でやるワークショップも、

そろそろそれに同じような年数を前ねることになってき

ました。平ムの中では、 10イlごとにある日伎のは11'1.しそし

て、今のニース、あるいは私たちが考えていることに

番ふさわしい子法に近づけるように、ステップアップし

ていこうと考えている所です。

世間谷美術館ができたころは、いわゆる「美術鎚にお

けるワークショップ」というような普及活動的なものは、

比較的経悦されている時代だったのです。日!日]谷美術館

をはじめ、臼 J.~美術館など、ちょうど限立美術館があち

こちにごきてきた時、やはり地域の美術船ということで

市民参加を促すためのワーク νョソプという図式があっ

たと思います。実際、佐111谷美術館でもそういう窓識が

ありました。とかにく出立、iJit丘、紅、犯のものと巡って、

やはり区立というのは、区役所の窓しlにili:いような註識

があり、住民の臨iが見える中でのイ1事というのが、 iつ

のテ マとしてある訳です。ですから、法鎖的に市民と

かかわり合うような中で、ワークンョップというのが考

えられてきたと思うのです。それは多分他の1-8:.u:美術館

でも同じだったのではないかと忠います。

当初、美術館ができる時、 1止IlJ谷院の学校の美術の先

生たちとお話をしたことがありました。(If111谷区にも小

学校の先生方の殴I部会というのがあって、災術館と学

校とが連携して何かできないか、というお話をしました。

|子どもたちのために何か」ということで、お話を持ち

かけたのです。 2、31国お話はいたしましたが、なかな

か美総館を使って、子どもたちの授業のためにH体的に

il.t世田谷美術館のり-;..'7A・力イト

高橋産裕氏 (世田谷美術館)

やjかというイメ ンが、どうしても先生の方からもillて

こない。I-Hてこないと美術館もどういう働きかけをして

いいかよくわからないということで、なかなか進まなか

コたのです。それから比べますと附初心感というか、 t:;

，;，はりに進んでいると、私I~，白いま寸。学校教 tl だけで

はなく、fI会教tlの分野でも、あるいはまちっくりとい

うか、部11I百|似の部分でも進んごいます。

いずれにしても、やはり学校が美術館になってしまう

ということ。これは1lI:IH谷美術館が狗館した頃には、や

はり考えられなかったという所があります。相、も実際に

この rI Z U"11 W八iくじ project1には1iきました。
，1';(1いのは、学校でやったということよりも、 3ぞ校で何
かをやって、そこに 般人が来ることによって、何かそ

こでタイムトリップしてしまう j 令く自分の記憶の I-j~ か

ら、消えてはいないがどこかにしまい込まれもの

が、あれによってポンとはじきI.Hすように出てくる。そ

ういう恐るべき体験を提供してくれたことが、紅、はとて

も賎しかったです。

そんなことで、そういうものと美術館というものは、

もうほとんど王近山総にきているのです。 IZI)MI

W A!< U projecl で村上さんが企幽されてなさってい

ることと、紅、たちが美術館にかわれて美術館でワ クン

ョップをやっていることと、ほとんど韮製はないのごすり

ただ美術館でやっているか、学校でやっているか、ただ

それだけの滋いだと思います。

問題は級品ii¥1"な体系です。かたや社会教育、かたや学

校教荷です。窓外とこのi出の塩担<1立高いのです。 l'同)jで

主主ろうと思っても、滑って登れなし斗主治咋I会数('1と学校

教行の!間にあって、同))で同じことをやっているという

ような感じがしてならない訳です。だったら、 隔のこ

とJ¥を開けてしまえばいいではないかということなので

rが、その穴を聞ける、トンネノレを開けるということが
む外とハードだなというような感じがしていますυ

美術館サイドからも、あるいは学校サイドからも、そ

ういう動きが出ていることは、速からず穴がHJし、亡、二子

ぐらいはつなげるのではないかという気が昔るのです。

そうすれば、そのi'(も、どんどんと大きくなっていくと

思います。まずはまiの穴、 一穴という所だと思うのです

その辺に、キJ"，さんをはじめ、出j凶の7，ーラムにfF場

した杉並区役所の木村さんがいらっしゃる訳です。

lUJ日谷美{'~i館でやっているプログラムをご制介したい

と思います。まず、年度の践に出す 1i]胞のプログラム



;守管

A活動の機子をスライドとピテ'オで紹介

があります。こういうふうにして句作、 1fUUスケンュ

ノレ表をLl-¥しています。ここ 2、31jで、だいたいよ人0)

7。ロクラムも、壬どもの7"ログラムも、法持いてきまし

た。殺Mの5年仰ぐらいは、絢i:もilh絵も、いわゆるカ

ノレチャ センターでやっているような形のもの、あるい

は?習い事に近いようなものなども、ニーズに応じて片っ

端からやってきたのですが、どうも世 111谷美術館でやろ

うとしていることと波うなと思って、削除11、でどんどん

絞り込んできて、その絞り込んできた結*がだいたいこ

のプログラムに集約されている択です。

実は、美術館の中でやっていることがどれだけあるか

というと、ほとんどないのです。「娃l築Ì'Ikt::'~tJというと、

外へ仕iてしまいますし「パックトゥー不イチャ iに主つ

ては、美術館どころか111の中に 311'11 111(1まって好きな

ことをする以です。 [どもの期合は、泌劇のワークンョ

ップ、そしてrミュ ジアム・オリエンテ リング lが、
今の依田谷美術館での15ifP"ログラムになっています。

いずれにしても、 「日常」というものを常にテ マと

して考えています。そういう志、味では、いわゆる美術館

という lつの凶体の枠の中に約まるものではなくて、ど

んと台ん外へi品ていいのではないか。美術、あるいは美術

的なものというのは、皆さんブJの日常の生活の中に実際

はあるのではないかということを、この活動を通してか、

えていきたいなという気がする択です。ですから、美術

教育では全くないのです。ある滋味では美術に対して非

常に背徳的なことと l'l、ますか、非常にラジカノレなこと

をやっている、というふうにきわれたことがあります。

確かに、美術というものの悩慌制みたいなものを逆行寸

るようなことをやっているのではなし、かと、自分でも涜

恐しくなることがあります。いずれにしても、美術館と

今まで言われていた1つの言葉の中に含まれる美術館像。

静かで、れ品が飾られ、人々はまるで殿堂か、あるいは

特殊な非日常的な空間として、そこに静寂さや精神的な

ものを求めてやってくる。美術館というのは、特殊な 1

つの静ひつな、静かな夜間とイメ ジされる場合が今ま

で多かったのです。やJかそういうものをねち砕いていっ

て、もっと人がゴチャゴチャいるような、まるで東京駅

南uのような雰世!気というものが美術館にあってもいい
し、iJiJえば子どもが群がっていてもし功、し、駄菓子屋に

寄った後美術舘に寄るという遊び方が仮にあってもいい

と思うのです。そういう u常的な使い}jを美術館でして

もらえたならばいいのではないか。特にが立美術舵とい

うけ i止の剥が出っているような美術館では、そういうキ

ャラクタ一泊くあってもし、し、のではなし、治、と思って、こう

いう活動を迎しながら、美術館を安売りしている訳です。

lミニェーンアム・オリエンテーリング!はプ口グラム

のu壬ですが、これは美術館をネタにして、どれだけ遊
べるかということを究秘ill究した足立びです。中にはこれ

が i鑑賞教室 jみたいなものだと解釈している方がいら

っしゃるのですが、全然違うのです。非常にお金がかか

らない方法です。とにかく美術館を、~物だけではなく

て、そこにある作品もそうですが、主主物、内装、そこに

来ている人たち、職員、すべての人たちを総動員して使

ってしまう。 y~するに美術館にあるものは草木 1~、ネ

ン I~逃がさず使ってしまうというのが、この|ミュー

ジアム・オリヱ/テーリンタ lの売りです。

fどもたちは出自いとISIうと卦えますr 鉱山、リ グー

がアノレハイ卜で来て今す。リーダーというのは、クラス

のOIJの人たちが半分ぐらいですが、 20人ドl登録されて

いて、子どもたちのオリエンティーリ/グの時に来ても

ら今す。参加者の定員はなしですが、だいたい 5~7 人

に1人ずつのリーダーがつくことになって今す。終わる

と、 J&i仁!大会というのを!日Jき、リ ダにその U!Il~かっ

たことを言ってもらい、それを反省、の糧にして、次l当に

生かしてし、きます。そういうふうにオリエンテ…リンク

が始まって、かれこれ6)rr.mJぐらい経ちますc 熔しいこ
とに、 IOifぐらいfjif1年生で参加した子が、 11古れてこの

4月に詰jj立1ij.':生になります。 九、 1)…ダーというのは、

高校些からですので、純粋培養郊 1-~予というのが誕生す

る訳です。

実際にオリエンテ リングではどんなことをやるのか、

スライドを見ながら説明したいと思います。

【スライド開始1I展覧会の謎」というテーマのオリエ

ンテーリングです。 絞初私がノレ…ノレを説明します ファ

イノレがあって、ここに問題の進め方が書いてあります。

まず、グノレ プごとに出発して、謎の伝言を傑します。

謎の伝言は、グループの数だけ隠してある。その隠し場

所はファイノレの中の fミュ-:/アム・オリエンテ リン

グマップJ に黒点がねってある所です。 fJ.~点の場所に封

筒に入ったカードが録しであります。それでグル プご

7 
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とにどんどん出発して、 A術館中を採りながり、これを

探しますのよ人の悦山からははえないけれとも、 fども

の品!l.まからはれば比較的見つけやすい場的に隠してあり

ますハ A桂信jに見つけたグノレ プは、む、λカ ドを抜き取

って付随に Iごくろうさんカード!を代わりに入れて、

もとあった場附に11，'1しておいて、次に見つけたグル ヅ

をがっかりさせるといフ iリックもありま寸 f

伝討にイ百JがλかれてL、るかとし、うと、 l定時計 i~ O) I ドに

ある非常LI、誘導灯の数を全部数えなさし、 liiのPlJiWで

す。 ーは;宍術館の戦1.1.が総ITUJflでその的にちゃんとil:.舶

な数を数えてあります。数え終わってi出迎いないなとJι

ったグループから民ってきます。クイズ番組みたいにな

っている訳です。質問コーナーで、答えが|型巡っている

と、連命が鳴り響いて、もう 1IcU数え直し。J!:J砕すると、

メンデノレスゾ ンの結婚行進出が鳴り響く。

数の問題をクリアしたグノレ プは、壁から好きな詩句

を選びます c これを引っくり返すと lライブラリー」か

「ミュージアムンョップ」、 「交付 l、 |コーヒ…ンヨ

ップ|の4カ所の場所の名前が言れ、てある。抄くはこの場

所に行って「謎の手紙」というのを受け取ることになり

ます。そこでその合言葉を言うのです。 r展覧会jとい

うと f謎」と答えてくれる人が子紙告受け渡してくれる

人になっています。 Fどもたちが合言葉を弓って、その

千紙を渡してくれる人を牒すのですりそれで合日楽が通

じて、手紙をもらいます。

手紙には、展示室のある作品について書かれていますO

例え1;1:、!フリュ マンス・ビッ'/ュの河{主jアン 1)・

ノレソーの作品に関してのものなのですが、 |私はフラン

ス人、だからおしゃれをして散歩します。 髭もきまって

いるでしょ」と脅かれています。展示室の中にこの古楽

に該当する絵が必ずあるからJTしましょう、ということ

になりますο この絵を探し出して、それからどうするか。

展示室に監視の人が躍っていて、 rii遣の鍵 J というも

のを持っています。その絵が分かつて、監悦の人に白分

たちのグノレープ名を言うと、 「謎の鎚」を渡してくれる。

その中にはコインロッカ の鍵が入っています。淡示案

をI:Ijて、コインロッカーの番号に合うコイン口ッカーを

探して、開けると今度は「質問lカード」が出てきます。

そこにはアンリ・ノレメーの F フワューマンス・ピッシュ

の肖像」に関する1'1111Jが載っています。ここでは|この

人の織業は何でしょう」というl!JI/Jjです。あとは|この

人均海日光旅行をしたらどんな絡好で、どこへ行くと盟、い

ますか。想像して書いてみましょうjと、とんでもない

質問があります。それが各絵ごと、要するに各クノレープ

ごとにあります。全部絵は違います。しょうがなL、から

みんな展示室に行く訳です。

悩みながら給を見て、状況が全く変わったものを怨像し

て書くということをやってみる。常設}足ぷ場でこの時は

床中子どもだらけになっています。

だいたい 11時半から 41時半の 3時l拐を美術館、あるい

は芸術館にあるものを使って遊ぶといっこ止をや〉てい

ます。 だから判なんどと， iわれるとItIってしまうのです

が、そうやって長術館を{史ヲて、どうやって遊べるかを

屯えてやってみるという、 悼のil!iびです。

このオ 1)工/テーワ/グのI1的は、 fどもたちに美術

館というのは111I1'll、所なんだと思ってもらえれば、それ

でもう 1 ，)士 fことし、うことごす。とにかく民同~jfiuとし、う j引

に円分たちでまた遊びに求ても何か遊べるような、そう

いうような lつのきっかけをここで提供できればとl思っ

てやっています。ですから、ことさら数台、あるいは鋭

nの11んということをやっている z況ではなくて、とにか
く尖術館に測しんでもらう、美持;jfiuが11111"1いと思っても

らうことを 番の目的としています。

そのほか「ゲンキニ・エ/ゲキj というのをやってい

ます。表現するということは、ものをflることだけでは

ない。例えば~~.菜、立 'i'、音楽、とにかくいろいろな形

の表現手段がある訳です。そういうものをトータんにし

たならばどんなことになるかというと、いちばん演劇が

それにふさわしいと年えて、このような出劇のワークジ

ョップを始めました。 IJrHJo;以米やっています。

ザーダーの方には 応プロの泌出家、縦作家の)jをお

願いしています。ここ 2、311、 :ブ，)キの自発I-1LIを

主催している当l.I:j;ù~' さんという )jにお願いしていますο

小道見も、大道具も、もちろんンナリオなども自分たち

で考える。そのセリフをどうふうに高うか、ここはどう

いうふうなアクションを付けたらいいのかということも

含めて、応分たちでできるだけ考えてやって刊っていく。

最後はじ副会で締めます。これも対象は小学生です。

それ ('1立、実際にはどんなことをやったのかビデオで

お見せしましょう。

【ビデオ上映1Ciili半略)みんなや1
'
J込く、そして業しく、

それが iゲンキニ・ヱ /ゲキ jのおjめの[歩なのです。

|子どもって、結局侠なんかから見ると、言葉もちゃ

んと泊じないし、生活体験もあまり重なるNrもe;くない
し、外回人、もしかして宇宙人みたいな存布で、これか

ら91，11部どうしょうかつて、実は途)jに暮れている所は
半分ありますけれども。普段使わない筋肉を使ってみた

り、背i主自分の日常の中にない動作苦身体でなぞってみ

たり、身体を使ってみることでとっても楽しい瞬間が f

どもたちに体験できて、それが出劇って楽しいなという

記憾になって、ひとUO)思い出として、もしかして 1() 

1!後、 2011後に何らかの形で 子どもの人生に関係し

てくるみたいな、そういう亙の思いI-Uになればいいなと

忠います J (生田:時氏談/後半略〉

このi埼は展示室を使ってやりました。去年は表でやり

ましたし、そのriiTは講堂でやったのですが、美術鎚の、

本米淡劇をやるような場所ではないような場所を使って

やろうということで、 t詰首会は行っています。

雑ぱくですが、J;J，、 tで私からのお話を終わりにさせて

いただきます。



輿疑・意見
荻涼礼子(結まちづくり計画室) 101]'. !誌に誌をし

た凶Lirll会の先生たちとの、 B，告iの関係はし、かがですか0

.'iUJーの立識も変わってきましたか。

飾ったりし始めています。地域の資制!には、おもちゃの

美術館な止もあって、地域全体を美術館にしてしまえば

いいのではないかという誌と、やっぱり総はいるんじゃ

ないかという誌が、あまり整理されていないのですり

及部克人(武蔵野美衛大学) 美術館は美術館を域

して、楽しそ.J'":'jq'.立美術館は美術館らしくすることで楽

しむ。字校と美術館のイメーνの戦し、の場を作り出すこ

高橋 その後全く平行線であったのですが、 M::i止ま とが今求められている。美術館を刊りたいという気持は

た少しずつリンクすることができないだろうかと訴をし 杉並区でも聞かれるのですが、新しくコレクユノョンを作

ています。この101j三の間のやはりジェ不レーションの控 っていくことは非常に凶難です。杉並区の l知る阪口

があります。私が美術館の搬備室に人って、そういう話 ドjの中でやった遊びのイI:})というのは、まちを¥W.物館

をし始めたころというのは、第--uけにのし、わゆる図 1の や美術館にしていこうという、 A常に優れた企闘だと忠

先生というのは、美術教育の世界ではかなり見識がある。 うのですが、それを大人は全く聡解していないというの

学校教育はパーフェクトだから、今さら美術館なんかの が実態ですコつまり美術館らしさというものに対して、

力を借りなくてもできるよという認識をお持ちの方が凶 非常に協定的です。特に、美術館を持っていないときこ

分いらっしゃったのです。だんだん世代交替して、若い そ、美術館って何だろうと考えていく非常にいい機会な

人たちが中心になって図工部会なども議営されるように のではなL、かと思いまrc村上さんが杉並区にああいう
なり、社会教育のいろいろな施設とジョイントしたもの 場所を作り出すことで、杉並区には美術館を作らなくて

ができないだろうか、という怠識がだいぶj¥-tiまってきま も1'1、状1)(，は/七みl1Jされつつあるのではないかと思いま

した。 す。でも作りたいということだとすれば、甘民連動が美

ただ美術館への移動の時間の問題をどうするかという 術館を作ったことは今まで1I正もないわけですから、こ

ことが今だにネックになフています。平等が前提になっ れはこれで別な頑綴りJiをしてほしいなというふうにも

ているので、そういった羽実的な部分で訴が途絶えてし

まったりしています。ただ関係そのものは、少しずつ少

み寄ってきています。実際lこ学校の美術教育の授業の中

でも、ここ 3、4年実験的な試みとしていいJl;でワーク

ショップをやっています。従来の指導要領の中で言われ

ているものではなくて、もっと子どもたちが身体で体験

するようなものを中dし、にしてやりたいという先生)jもた

くさん出てきていますから、これから l、2年のうちに

今までの懸案みたいなものの糸口がつかめるような気が

します。

村上 補足ですが、今回!のプロジェクトは、私が学

校にいる関係で、 T続等はもちろん教育委員会などにも

説明に足を何凶も巡んだのですが、どちらかというと学

校教宥よりも、話に乗ってくれたのは社会教育さんのほ

うでした。学校教育のほうは推進というよりも、とにか

く黙認という感じでした〈社会~xnliせな立場で公共胞設

を11，ったという以開だったとlUいます

中島駒子(目白学留女子短期大学) 建物にこだわ

らず、どんどん外にt!lていくと古うけれど、でも美術館

って何でしょうかI 中野iパにはk持iffiiがありません。 30

JJ近い人11のKなので吋妙、主術館があってし沖、という出

jιいま昔。

大原一興(横浜国立大学) 学校の教(1mが美術館を

使う、逆に美術館学芸員、ミュージアムティ チャ が

学校を使うというような、相互交流はできないものでし

ょうか。

今の誌で感じたのは、美術館と展示ギャラリーの違いと

いうのはどういうものなのかということですのつまり美

術fl，Silが外にlL¥て、路jでそれが裂しめる、品るいは学
校で楽しめる、それがすなわち淀術館と m"われているの

かなということです。美術館と展刀、空間というものの迷

いという辺りから、美術館とは何かというのが解けるの

ではないかと溶います。お防きしたかったのは、 1':校の

教師が美術館を利用するということに関しては、先ほと

高級さんのお話しで、今までの経緯や今却jきつつあると

いう実感がうかがえたのですが、!日jじように、全く逆に

美術館の分身として学芸員がある地域の学校に出向いで

し、く。学校というのはその地域のコミュニティーセンタ

ーの lつの象徴だと思うのですが、その特異な地域に美

術館側から出向いていって仕掛けることは将来出てこな

いのかということです。

高橋 世間谷美術館でやっているメイ/テ マは

免許1泊、、'¥初あったのですが、 IIJ政の厳しL、'1'で、館を作 LI常j と言いましたが、やはり美術絞って{吋だろうと

ることに立味があるかという話になってきましたc まち いうことを考えるということが、実は iつの目的でもあ

全体を見術館のように楽しく寸ればいいではなし、かとか。 るのです。 例えば巨額の公金を投じて桃山 1~実術館とい

それから中野区はi由I剣包設は日 K参加iでやってきていま うiむを作る。でも実際その美術館というのは{ii]だろうかれ

して、 15のれiまにある地域主/ターでは、昔よりは絵を 既成概念としての美術館というと、民示空間として眼目り

9 
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込まれた美術館像を践に沼、い浮かべるわけです。ただ美

術館というのは、もう少し生活に密請した生き物であっ

ていいと思いますh そうすると、やはり社会の情勢、環

境によって ~j-i 然変わっていくはずです。'?jするに :mを作

って、それを美術館と命名するということではなくて、

もっと美術館ってや[だろう、 {iiJのためにた術館はあるの

だろうか、ということまで私はやはりJjえていきたいと

思っています。それも美術館が考えるのではなくて、 i1i

t止と寸Eにそのことを考えてみたいと思っているのですり

こういうふうにしてワークンョッヅをやって、実~t i'liの

中で美術館は本当に必要なのかということから始まって、

仮に建物がなかったとしたら美術館ではないのかとか、

いろいろな議論をすることがあってL市、と思うのです。

今中野区の訪を向いていて、場合に」つては建物がな

くても美術館というのはあってもし功、のではなし、かとい

う結論が出てもいいと忠ます。 at存の施設を使って、エ

コミュ ジアムのようにして、 j白域をmlっていく、そう
いう仕掛けを作ればいし、。その仕掛けのソフ!こそが美

術館なのかもしれないとも思います。そういうふうにし

て、やはり美術館という既成の概念とか、言葉に捉われ

なし、新しL哨jかこういう感じのものというものが、将来

いろし、ろなTfrでポコリポコリと1+¥てくることカヘこれか

らの美術館というものを考える iで大きな転機になって

いくという気がしてならないのです。

今私たちがやっていることは、てういう認識を情さん

に持っていただくための IつのPRと沼、ってもいし、かも

しれません。位掛けとして少しずつ底辺lこそういう;意識

の積を実は夜中にこっそりまいている、という感じなの

かもしれません。だから中野区でも、杉並区でも、どん

どんそういうことを議論していいと思います。建物否定

論もあってもし斗、し、展示率、ギャラリー否定論があっ

てもL叫、とh昔、うのです。それを名指して[美術館lと公

言しでもLヰ、のではないかと真剣に思っています。

もう 1つ、学芸員出張パターンについては、随分前か

ら発悲1としてはあったのです。やはり、他の教科とのバ

ランスなどという学校教育的な性総がLtlてきてしまうの

ですが、学校の校長が認めれば、そういう事はとaんどん

やってもいいという話までいって、 此:途絶えているの

です。将米的にはその可能性はもちろん、ひとつの実現

へ向けてやっていきたいと思っています。

村上 f美術館って何だろう!なんて私もいろいろ

今i羽考える機会になったわけですが、美術館もいろいろ

と変わっていくと忠、います。美術サロンみたいな感じで

出発して、ノレ フルなどで 般公開され、それから脈々

といろいろな収蔵作品を展示言るという美術館があるわ

けです。今のいろいろな美術館を児ていくと、そういう

収蔵すらしないで展開していくというような美術館だっ

てあるし、それこそワークショップも含めて美術館の中

だけではなくて、外で民間iしているようなものもありま

す。そういう形で美街館が変わっていくのとi司じように、

学校も変わっていくのではないかと思います)それは佼

楽というような枠でくくられたら O分の授業ではなく、

もっと体験学刊的なものも合めて授業の)fiすら変わって

いくのではないかと}，g~、ます。そういう器でとえた場合

に、美術館がさて杉並区に必婆かどうかということで考

えると、あったらあったでし市、し、なければなくてもで

きるのではないかというのが今凶の発似ですの災特~iにい

ろいろな日治体の美紛館を兄た場合に、行政絡みになっ

て、なかなか思うょっ;こ好きなことができないというこ

とがよく聞かれます。そういうしがらみがある中でやる

のであれば、器にこだわらず好きなことができるような、

そういうゾ71の阪で展開できるようなtfJ酬が立てられ

るアートセンタ 的なもののほうが必要ではないかとい

うことで、今i副進めました。

実際紅、の偶人の考えでも、そういう器は必袋なくて、

それよりももっとまち全体を美術館に変えてしまうとか、

あるいはすでにある公共施設、新たに~て訴えられる学

校、新しくi主られる学校など、そういうものを美術館の

ように造ってしまう。そのほうが鰍でも作品は見られる

わけだし、巡回展もできるわけですし、すでにある美術

館とリンクしながら刊品を借りてくるとか、いろいろな

ことは可能だと思います。その方がはるかに予許もかか

らないと}J}，l、ます。そうし、う百十四の立てられるようなア

トセ/ターのほうが美術館を建てるよりも、はるかに

いいのではなし、かと思います。

また、学校の先企と美術館の学芸艮が相互交流できな

いかというのがありましたが、これは十分lザ能性がある

と怒し、ます。実際にそういう Æ~ですでに米てもらったこ

ともありますし、アーテイストにうちの学校でワークレ/

ヨップみたいな感じで、和j凶か授業のようにやってもら

ったことがあります。それは悩々の学校の美術の先生の

気持の持ちょう、また話がわかる管迎臓がし、ればできる

のではないかと思います。

もう つは学校の先生が美術館を使うということです

が、これができそうでなかなかできないのです。それは

近くに歩いてすtのi9fl.こ美術鮪があればl'l、のですが、

いろいろな物理的な条判があって、なかなか生徒を連れ

て行けないとか、教師iが行けないとか、そういうことが

あります。唯一行けるとしたら、討会科見学みたいな感



じで、遠足と絡めて述れて行く uU主ですり iE波がjlUくぐよ】いの弱7包波なのですが、 K際にラジオで

そういうことも考えつつ、今凶のプ口:/_1クトは、た 聴くことができます。

だれにfl~.Uを災術館などに辿れてねって、円仏を見せる また、 Fどもたちの参加I:1Wの作品で考えると、よ111て

ということではなくて、その美術館を宇校にiliれてきて 自11さんが「メイノレア ト;というものを民間しましたL

しまうと。そうし、うことで身えたものなのです。いろい 割、が、反;tI'J; ~iJ';でメイノレア iはどうし、うものかとし、うこ

ろと保管、管段、諸々 のl1iJJWは11¥てくるかと思いますが、 とを説明しています。実際に今!日IMIi甘されたのは、地点

やりようによっては、午校を拠点とした巡Lt.il以とか、そ の小にいろいろな柿似の刷物の般が刊し、たものです 1 参

ういうも0)はできるとl思し、ますり 加を表明しごく ilたIどもたち日2名ひとりひとりに、 J¥

及部克人(武蔵野美術大学) ア…卜位/タ…とい

うωは、れる上UJ肝でもあってもし沌、わけです 付!さん

の総介にあヲた例えばどデオ。つまり日~)J品川、fIと)11.1' 

It甘そのものを公開しごいくよう lilK泌を作り nllすこと j

それから、刊以がお金をi討し;rって、自分たちの好きな

ア テイストを呼んでくるというくらい、かなり気持を

切り替えて渡り合う必要がI!¥てきているのではないかと

思うのですF 持ち!llしでも、公ii日の場所ご参加しともい

いよという若者は肖然いると思います。つまり作ってい

るア。ロセスを公別していくようなことはilJ能なのではな

し、かと思し、ます。

111 郎さんが械 111 の不から納付さ U)!~ /j:をヰるわけ C守。

モして fどもたちはそilをj'，lj-ち有って以ノj、します iJ{/J、

が終わ， Iこら、 fどもたちにそれをすべ ζ返して、 fi

もたちはその碍を;j(0)庇先やがJ出などにまいて、ある

1じのWJIl¥Jを市いて刷物相l若手をするのです。 qlにはliIi物の

立がlI¥たり、 J己が咲いたりする了もいるかもしれません

が、それをよ111".1111さんに報公す心。 f品刊で終わるlJe

小ではなくて、奉加引の作品です。

TLiてや〉た l ラ7 ・プロ/ェクト!というプロン工ク

卜もありますの ラブ!というメッゼ ジが人ったT'/

ャツや、いろいろな物を身に付けた人たちが、 7JjIを1M

って私にi去り返してくれるというものですっそういうプ

ロンェクト系のものも合めて、かなり多くの参加アーテ

村上 似々参加してくださったアーテイスト白内符 ィストの}J々 が、ただmに凸品を成示するというものだ
をここで補足説明させていただきたいと也います。 非1¥;; けではなくて、参加l担のものを:与えましたの

に特1]:史的なのは、 j-jiに作品を伎に@ij、するとか、彫刻引 先ほど2企部さんが|制作するスペ スを提供できない

514を泣くということだけではなくて、 IliJや 般の)J々 かl土いうことをおっしゃっていましたが、実燃に時間

の多!JIIがliJf.止な市'lfl、fl:il/Iが数多くありました かり米たビデオア テイス卜のドム・ヘミンさんは、 '1>

r--Who arc you_1という{tllllllで民間した出 IJiJに学校に米てトさいましたt 学校には、いろいろな機

niI J王将Jdん。事前に学校に何回もhょをび、自分の刊!日、 材、工具がi前っています。美術宗をに房代わりにして、

コンセプトをずどもたちに伝え、そしてチームを組んで、 いろいろな柿ずの形のものなどを突貝J事で作ったり、

ビデオ迎を作り子どもたちが!llJl=!"1にIHて行って、取材を 夜遅くまでボうンティアの人たちとー絡に制作をして)止

してくる。それを生徒とそのアーテイストが絡になっ 示をするなどということをやりました。

てヒ。デオ作品を作り、放送実の中む民示しました。 学校という誌があって、普段は苧校教育として使って

あるいは、ラジオ日を開局した大使i"jさん この人も いるわけですが、場合によって政課後などは計会教育 ζ

事前にが'J1"1か足をJlliんで、子どもたちにそのフジオ砧が して山政している学校は多いのです。もうすでに体fini¥ 

どういうものなのか説明します。そして実際に保不会が やプ…/レをμ会教内で紋諜後使っている所があります 3

始まる前日には、ハンダこてをJIJ直して、 iつひとつの これからはど日数寄なども増えてくるわけですから、かな

機材を子どもたちが刊る。そして災撚にマイクをJllj悲し りの学校にそういうスペースが出てくると思います"IJ 

て、苦楽なども}目意して、 DJをしながら実際にそこで 由学習も合めてそういうスペースを有効利IIJしていこう

ミニラジオ見を間同しました。それはその学区域の中に というのは、かなり前から丈部省、教育委員会のほうで

進められていて、すでに調査もしています。いろいろな

ことで活問されるかと思うのです泊¥アプロ チのjl:)j

でそれは JJtt/J 、~，4. 1iりにもできるだろうし、公日日の出'11"1 の場、

アトリエとして舵供できるとか、いろいろなilJ能性はあ

ると官、し、ますの

山口明宏(アスデザイン・アソシエイツ)

村!こさんは学校の先生でいらっしゃいますが、今の学校

教育に段!して、和lJjp疑問点があったのかどうかをお開き

したいと思います。どうも今の中学校というのは高校の

f'vllj校化していますっ村上さんの話をうかがうと、今の

学校教育の'1•1からちぷっとし沖、立味でずれていて、すご

11 
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く中7校教1iが楽しくはえるのです。

その辺で村上さんの行動の原点みたいなものをうかが 高橋 いちばん難しいところです。始めたときは、

いたいので-，1-0 20討を 1つの枠に考えていました。例えば小ヴ校 11!:.~t 

が6r.:主だとしますと、 26古誌になる。それを過さると市J婚

村上 学校教(iというのははっきり言ってつまらな して fどもができる非齢に達していくのですが、そのと

いです。 私も公務員です。決められたが事を淡々とすれ きに泣111谷美術館で体験したことのうちのいくつかが、

lましたで給料をもりえるわけですが、 i面白L、ことをやら その人たちの物事を考える lつの価値観の支えになり、

ないと気がおさまらない、自分も楽しくやりたいことを 何らかのJj(3響力を持っているようなことがあればし沖、か

やろうと思いました。 私は、制作者の立場としてもfrid， なfJU[にしか宅えていないので1、実際にまだ2011二絞っ
を作りたい。今凶は、作11l:を}s:iJ、するだけでなくて、ど ていませんので、あともう!011、その子どもたちがどう

んどんスケールが大きくなって、いろいろな人たちがか いうふうに変わっていくか。その子どもたちが帰フて来

かわってくるようなプロジェクト自体が私の作品になっ るのか、米ないのか、あるいは実際の日常生活の中でど

たなわけです。 ういうふうに幼児体験の事的が展開していくのか。その

学校教宵というのは、私も非常に閉鎖的なところだと 辺は私自身も非常に興味があるところです。まだまだわ

忠います。小学校ですごく生き生きとしていた子どもた からず、今のところは水をまき続けているという感じで

ちが中学校に人って制服を着せられて、型にはめられて、 す。

校RIJでがんじがらめで、予備校化してしまって、内中世 私たちはいiじようなプログラムを操り返しやっている

で料られて、いじめられて、大変な思いをしているとい わけですが、ただそれを通り過きる人たちというのは全

う感じですv 本当にそれは受験制度の弊古だと思いますの i司l迫うわけです。ですから、プ口グラムの需要明示々と

そこで何かlつの突破口としてできないかなということ いうよりも、そこに今いる人たちといかにかかわるかと

で、今l!ilゃったわけです。 1っとしては、ア ト活動と いう、人と出会うコミュニケーνョンそのものを楽しめ

して。ギャラリ でやったり、フェスティパノレを美術館 るようにしています。そのためのきっかけとして、ワー

でやったり、あるいは路上でパフォ マンスをやったり クンヨツブ。を考えるようにしていますo

もするわけですが、そういう美術活動としての民間です。 プログラムは毎年同じようなプログラムでも、ただそ

もう iつは、あまり意識はなかったので昔が、主:術の れに退った人がいて、そのときに新しいコミュニウーン

授業の決めりれた1J-~i' 1市内という枠を取っぱらったところ ヨ/が生まれて、その人たちがまた iつの体験を持って

での展開ということです。主に学校、特に中学校などは 自分の日泊討会に戻っていってくれる。それをとにかく

作ることが非常に多く、紙人養成所みたいな部分が多い さりげなく繰返すことによって、大げさに言うと少しは

中で、私は訓常に鑑賞教育というのが大事だと思ってい 社会を動かす何かができるのかもしれないという、今は

ます。美術史であったり、鑑賞の授業などをやっている そのぐらいのイメーンなのです。ですから、まte1E縦な

q-lで、時間の枠を取っぱらって、訳出を取っぱらって、 ことは私自身も言えないのですが、あと10年絞ってから

学校全体でやったということで、見)jによっては lつの お答えできることはきっとあると思いますG

J受業だと口えるかと思います。子どもたちも ~H '，:1~ に楽し

んでいました。これは授業だよとか、そんなことは総対

に言いません。そういう意識もないですから、自然と参

加していますし、笑際に学校が始まってからもやってい

たので、非常に出白い皮肉になったのではないかと思い

ます。授業ではできないようなものを今回はできたと忠

し、ます。

現実問題としては、芸術教科というのは非常に削られ

る、いらないものだという級いで減らされてきています。

どちらかというと受験教科みたいなものが優遇されて、

1時間などは実は増えてきているのです。そういう中であ

えて皮肉まじりにやったということもあるのです。公の

仕事でも工夫次第で楽しくできます。今度は社会教育の

木村さん、 fi日る区ロードjのほうとタイアップしなが

ら面白い展開を考えております。

野村徹也 (集合住宅デザインハウス) 明白谷美術

館のワークショップの後、 10年後のご自身や子どもたち

はどのようになっているのでしょうか

田代久美(東京大学大学院) このようなワ…クシ

ョップには、子ども C)(人)たちに開かな体験(空間体

験も合む〉をさせるというものと、体験した fどもたち

がやがてリ ダになっていくという長知計酬の2つが

あるように感じられました。この 2つの点から参加した

子どもたちが、自分の地域に関心を持ち、将来他の土地

へ移った場合にも、その場所で周りを巻き込んで活動を

就けたらいいなと思います

ホ松栄(地域デザイン研究所) 私も杉並区でった

ないグノレーフ。で|まちっくりof-Jt.:0 Jに参加しているの
ですが、主リ主だけあってなかなか五りがないのです〈こ

ういう所に来て勉強しょうかなと思っているのです。そ

れでもみ/νな村社会というのか、みんなで寄り集まって

何かをやるということを求めていて、やはり実らないの

だけれども、やめないでダラダラやっているのです。そ

ういうのはやっぱりよ人にも fどもにもむ味を持つ時代

なのかなということを感じさせられました j
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このフォーラムの主題であります rHまい、まちづく

り学習 J という視白から t~て、共通したi両市が 2 、 3 あ

ったので怯ないかということで、今後に備えてまとめに

代えさせτいただきたL寸思いますO
1つは先ほどから「美術館って何だろう Jという本質

的R]し、かけがありましたが、ハードな鉛としての展示JJE

i自のあり様も問題だけれども、むしろ人々がアートの中

に自然にi吐く、いわば生活のL/_lに鰭J百したL[ーさ物として

のアートという、そういうおさえ方が実に本質的なので

はないかということが、お2人のお話の中に共通して型車

いていたと思います。

そういう意味で「美術館jという I館Jではなくて、

むしろ状況の中で人々、子どもたちが了一 iを感じると

いう、もう 1つの「感 jが実は新しい美術館イメ-:/の

中にほうふつとしていたのではないかと思います。枕ま

い、まちづくり、あるいはアートを含めて感性的な体験

の中に人々がおのずから分け入ったときに、ドォから{可か

が変わっていくのではないか。そういう意味でフィーリ

ングする状況づくりを、それぞれの環境や場において、

どのようにデザインできるのだろうか。アートを鑑賞物

という対象としてとらえるのではなくて、品きた人々の

;暮らしゃ~tびの遊びの場の中における関係論の祝点にお

いて、アートをとらえる。あるいは11まい、まちっくり

学習をとらえるとし、うiJl占カ〈浮き lがっていたように思

います。

第2に、そうしたいわば感性的な、エモーショ7ノレな

体験を重視しながら、学びの場、遊びの機会づくりをし

ていく上に大事なこと、非常にEI'ltましいプロジェクト

の体験を披露していただし、たわけですo しかし、その共

通項として、較し、気持で l人1人がやってみたいことを

やってみる。常識や裂にはまらないで、それを逸脱して

いく。いままでの科Iにはまった領域の1自にいJか結び合う

ような、異領域を越える橋を作ってしまう。そういう自

由な 1人l人の人l出が持っているつぶやきの力、也i像)]

のブJみたいなものが改めて新しい方法を開いていく仁に

重要な視点であるということが見えてきます。言い換え

ると、いつもこの場で言語られる遊ぶ心とか、楽しいアク

ンョンの述鎖が人々のかかわる中で、革、識をじわじわと

開いていくのではないか、ということが今日も語られて

いたように思います。

3番目に、そうした体験を主悦しながら、人々がプロ

ンェクトJこ参加するという、いわば参加型作品づくりと

いうことが、アートの世界においても、あるいは住まい、

まちづくり学習の世界においても、共通した iつの作法

として、同時代の新しい方法的テーマになっているので

はないか。参加するプ口セスの中に作る人、見る人、学

ぶ人、遊ぶ人、それぞれがかかわっていく。いわば自分

も楽しみながら、自ら泌じてしまう。先ほど世出谷美術

館でilii劇をやってしまうという、そういう演劇的表況と

いうのは非常に人間の総合的な感性を統合する仕掛けと

して、.f[~裂な方法をはらんでいる、ということを改めて

市唆していただきました。さらに、故後に村上ーさんが事

例として引き合いにLL¥されましたよ旧三郎さんの磁プロ

ジェクトというのも、極めて参加型プ口ジェクトの本1民

自10方法をついているのではないでしょうか。栂の持って

いる lつ lつの悩悼 [10な形、色合い、肌合いなどを絶妙

にレイアウト寸ることによって、その駄にしかない I制

限りの状況を作って、それに触れた子どもたちが感動し

て、磁をこtの中にまいて、その種がまた何かに成長し、

実りを見せ、そのアブツフの櫛に感動し、また新たなア

ーiのLU界におもむき、それがまた次の騒まさにつなが

っていく。いわば栂プロジェクトというのは、参加の五

誌の:~え味することを深く下山、当てている l つの事例では

なかったかと思います。

作る人と使う人とか、書く人と見る人、分けることな

くむしろお互いに相Ijにそれぞれの持っている知i忠、技、

H'，会いが浸よきし合って iつのエンドレスなプロセスに¥IiJ

かっ亡いくという、その生きた経験の中で何か独得の i

人 1人が何かにIIIJかうという新しいな織の間以に踏み込

んでいっているのではないかと思いました。

ぃ一ずれにしましても、お 2人のお話は私たちのこのフ

ォ ラムでの議論を、大変触発するたくさんのメッセ…

戸、方法的意識を喚起してくださいました。

A 参加者の意見・質問が貼られた 7T '1 
リテー;， 3 i'本ートを読み上げる木下委員

13 



第 71liJ イ1:，数百フォーラムのお知らせ

アーマ

子どもの内部フィルムに投影された

l 住まいと環境

L 

次!i:'1jのilまい-まちづくり学官フォーラムは、精神医?と立化人組7のJJiW儀域の専

門家であり、 jコノビュータ新人訟の研究 j I漂白される子供たち iなどの若者でも有

名な野間正彰さんに登場していただきます。

野間さんは、今、大震災後の心のこもった救援と自立する人間の問題を鋭く説く論調

でお会的に注目されておられます。とともに以前から写真投影法により子どもの心に映

された内面フィノレムとしてのHまい環境像を通して、現代の生活空!需の由!さや無機質性、

子どもがそ/やメ力へ出J'し、を寄せる傾向の問題牲を、子どもの精神発述の視点から淡く

分析・到1論化してこられました。

今川は、そのおおを、いくつかの地域でのH体的 'j巾iを泊してうかがい、 fどもとま

わりの住まい環境のWJ係のありんについて、約iil'伝学や生活文化のきりしjから論点を?"f.

かびあがらせるひとときにしたいと思います。 1箆災にcにる子どもたちへの影響について

も話が及ぶでしょう。刺激的で角!lt発されることの多いお話が期待できます。ふるってご

参集されることをお待ちしております。

ーす 1 

iiじ

. El H--S 

-会場

・2蒔 1寅

1 995年1;12(j日〈水) 午後6時~咋後 9時

)I~ 財団会議案

京都造形芸術大学教授 町出 よE彰氏

• J-j'ィ不ート 熊本大学工学部教授 住総研住教官委員会委員長 延藤安Ul、

N 点jlZ学35大学教南学部教授 住総研住教信委品会委員 ノト;'~~} 紀美子

・77シリトト ニr-~t 大学凶芸学昔111山 F 本 f 呉

ノノ 筑波大学付属!j¥"j!校教総 !日JIU Jj" J-.L!子

;己 ;t;t- 見事見字 Wltlj却i大守家政科W.1日制11] " 加藤 {美
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